
富山県措置入院者等退院後支援マニュアルご意見への回答（Q＆A）                         健康課H30.11

運用にあたってのご質問の送付先　E-mail　s-kenkouka@pref.toyama.lg.jp

項目 ページ 　内容 回答
P5 ・資料1 2ページ目の『・退院後支援に関する計画

の作成』内の「1 支援対象者、本人・家族その他の
支援者の参画」下の一つ目のアスタリスク最後尾
に、医療保護入院者等に作成することも可とありま
すが、まずこれはそのままの意味を指すのか、それ
とも措置入院後の医療保護入院者を指すのか。もし
そのままの意味（措置入院後等に関わらず、医療保
護入院者等であって自治体が中心となって退院支
援を行う必要があると認めたもの）であれば、県マ
ニュアル（案）5ページ目に対象者として組み込まれ
ていないのは、県としてそれを除外したという理解で
良いか。

・貴見のとおり、医療保護入院者（措
置入院後に限らない）を指していま
す。
・県の対象者の考え方は、新設され
た診療報酬の加算対象となる措置
入院者のうち、国が支援対象者とし
て想定している状態例等を参考とし
たものです。

- ・現在措置入院となっている方も新ガイドラインの対
象として対応することでよろしいか。

- ・これからスタートする際、すでに措置入院している
事例でも対応できる場合は、ガイドラインに添って進
めていくこととなるのか。

P6 ・支援対象者について、対象者に状況の箇条書き
の項目全てにあてはまる必要があるか。１つでも当
てはまれば対象か。

・全てに該当する必要はありません。
１つでも当てはまればよいですが、
総合的に判断することとなります。

支援の
流れ

P3 ・支援の流れのみを見ても抜けの無いよう、要点は
全て丁寧に明記していただきたい。

・現状のままとし、今後の改定時に検
討します。

P6 ・医師が計画作成不要と判断した場合でも、病院か
ら様式１の提出は必要か。
・厚生センターに、「不要」に□チェックされた様式１
の提出があった場合にも、厚生センターから様式２
による通知は必要か。

・手続きの決定過程を明確にしておく
観点から、計画作成不要の場合も提
出願います。
・通知は必要です。

P6 ・様式１を提出した後、どれくらいの期間で厚生セン
ターから様式２が返送されるか。

・特段の定めはありませんが、遅滞
なく対応するよう努めます。

P8 ・計画同意後、同意撤回の場合は口頭のみの確認
で良いか。その場合、同意が撤回された旨どの様
式に記録するか。
・同意後に同意撤回の場合、厚生センターから健康
課への連絡は必要か。

・同意撤回の様式を作成します（様
式14）。
・同意撤回のため終了となる場合に
は厚生センターから健康課に電話等
にて連絡願います。

P8 ・帰住先の厚生センターが同意確認のため病院に
行くこととなっているが、本人の帰住先が県外の場
合も行くことになるか。
・本人の入院先が県外の場合も行くことになるか。

・本人の帰住先が県外の場合には、
措置対応した厚生センター、心セ・健
康課が県外保健所と同意確認の方
法を調整のうえ、実施することになり
ます。
・本人の入院先が県外の場合には、
帰住先厚生センターが、県外保健所
や入院先病院と同意確認の方法を
調整のうえ、実施することになりま
す。

支援対
象者

・運用開始時点において、現在措置
入院中の方も支援対象とする。

医師の
意見書
（計画作
成の要

否）

同意



意見書 P10 ・「〇意見書等の提出」「〇退院後支援計画（案）の
作成手順」のうち、病院の様式４．５．６の作成、提
出が重複しており分かりにくいので、整理してはどう
か。

・「〇意見書等の提出」「〇退院後支
援計画（案）の作成手順」について整
理して記載します。

計画の
作成

- ・計画作成途中に本人の帰住先が変更となった場
合はどうするか。変更して、計画の作成はやり直し
になるか。

※厚労省に確認中です。

会議 P12 ・「〇会議での協議内容」のうち「入院先は様式９を
作成」は、「〇退院後支援計画の作成にあたっての
会議の開催」に頭出しして明記をすればどうか。

・入院先病院の様式９の作成につい
て、頭出しして記載します。

P15 ・支援の実際をもう少し丁寧に明記いただきたい。
（計画変更時の手順、病状悪化時の対応）
・支援途中に計画変更があった際、会議の開催は
必要か。

・必要事項をマニュアルP15に記載し
ます。

P15 ・計画変更時、健康課への連絡は必要か。 ・計画変更時の健康課への連絡は
不要とします。

P15 ・病状悪化等により再入院となった場合、計画の取
り扱いはどうなるか。

※厚労省に確認中です。

P16 ・「〇終了の場合」本人及び家族にも支援終了の連
絡と明記。

・本人、家族及び支援関係者等に伝
える旨を記載します。

P16 ・支援終了の際、健康課への連絡は必要か。 ・支援終了後、速やかに電話等にて
連絡願います。

事例が
転入し
た場合

－ ・事例が転入してきた場合の動きを明記いただきた
い。不明点としては以下のとおり。
*計画を再度立てることになるか。
*本人の同意を得る（流れ３）ところからスタートする
のか。
*計画作成のための会議の開催は必須か。
*計画期間は移転元の計画支援期間の残存期間と
するのでよいか。

・マニュアルP16に記載します。
・すでに計画が立てられているので
あれば、その計画に沿って支援を行
うことが望ましいです。計画の内容に
ついて支援関係機関が異なることが
多いと想定されるため、見直しが必
要な場合が多いと考えられます。本
人が転入する前に、転入元の自治体
と連絡調整し、転入元から本人に計
画の見直しを行なうことを事前に説
明してもらうことが望ましいです。

P4 マニュアルP4の「健康課・富山市保健所の場合」に
おいて、富山市管内のケースでは、病院との連絡、
計画の作成について、（健康課）と記載されている
が、富山市管内における富山市と県健康課の役割
分担について、具体的に伺いたい。

・措置入院する際の病院との事務手
続きは、県健康課が行っているた
め、入院後、退院後支援に向けた手
続きを病院の担当者と富山市保健
所の担当者が円滑に連携できるよ
う、県健康課が最初の時点での調整
を行います。
・計画の作成については、主に富山
市保健所にて行います。県健康課は
必要に応じて連携協力します。

－ ・診療報酬、障害福祉サービス等報酬との関係につ
いて等、参考資料として添付してほしい。

・診療報酬については、説明会資料
等をご参照願います。障害福祉サー
ビス等報酬については、この支援と
は別制度であり、報酬体系も別とな
ります。

－ ・今回の様式をダウンロードできるように、もしくは送
付していただきたい。

・県ホームページにてダウンロードで
きるようにします。

支援の
終了

その他

退院後
支援


